
本号の編集にあたって

2011年東日本大震災では，全国の宅地において地盤の液状化，擁壁の損傷，宅地地盤の変形

などにより，多くの市民が住宅被害を受けました。しかし，市民の方々が住宅の復旧を行うに際

して，現地再建の是非や復旧工法の判断，コストの妥当性などを相談できる相手が存在せず，多

くの方が困難に直面しました。そのような中，市民の宅地地盤に関する相談を引き受ける資格と

して，地盤工学会主導で設立されたのが地盤品質判定士です。

地盤品質判定士は2016年熊本地震や2018年北海道胆振東部地震の復旧・復興事業にも技術的

アドバイザーとして参画し，被災された市民の方々及び自治体の支援を続けています。しかし，

宅地地盤を取り扱うということは，単に技術的な問題解決のみならず，厳しいコスト制限や，細

かな法律への準拠，係争問題などについて幅広く対応することが必要となります。これまで，地

盤工学分野の技術者の主戦場は主に公共土木工事分野であり，比較的潤沢な予算の中で最良の技

術・工法を選択できる立場にありました。一方，宅地地盤は民間工事分野であるために様々な制

約があり，地盤工学分野の技術者にとっては，これまで携わっていた公共土木工事分野の常識が

一切通用しない未知の世界とも言えるものです。

そこで，本誌令和 2 年 2 月号では「宅地地盤と地盤品質判定士 ～宅地災害低減のために奔

走する開拓者たち～」と題しまして，宅地地盤の最先端で奮闘している技術者の方々に，宅地地

盤を取り巻く現状や，宅地地盤の調査・評価手法の特殊性，災害復興や自治体への支援活動事例

について御紹介いただく特集を企画いたしました。本書が，読者の皆様が宅地地盤の防災に興味

をお持ちいただくための一助となれば幸いです。

森 　 友 宏（もり ともひろ，前主査)
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